
月別概況（平成２７年）青果

１月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 ２２２円

曇天や低温の影響を受け果菜類は品薄高で中旬まで高値で推移。重量野菜は供給が潤沢となり単価

は伸び悩んだ。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ２８７円

みかん等においては昨年の日照不足の影響により食味悪く安値推移。しかし、メロン、りんご等の

入荷減のものに関しては単価高。全般に天候等の影響もあるが入荷増の、ほぼ前年並の単価で終了。

２月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 ２１７円

果菜類、軟弱類の相場は堅調だったが重量野菜は潤沢な供給で単価は伸び悩んだ。全般的には天候

不順で単価高で推移した。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ２９４円

果実全体に入荷増の単価安で推移。みかん他雑柑については品質低下とともに入荷減で推移した。

３月

野菜

１kg当たり平均単価 ２２９円

天候不順の影響により主力商品供給不足により価格は堅調に推移した。

果実

１kg当たり平均単価 ３１４円

みかん、雑柑等入荷減の安値推移。りんごについては入荷量全体に安値推移。メロン等は高値で推移。

果実全体では入荷減の高値で推移した。

４月

野菜

１kg当たり平均単価 ２３７円

上旬からの低温、多雨、日照不足により生育が停滞。供給量減少により引き合い強まり全般的に価格は上

昇果菜類は急騰した。

果実

１kg当たり平均単価 ３５１円

昨年の天候不順の影響もあり柑橘系に関しては軟調推移。りんご、苺、メロン等については他の競合名目

の入荷量も少なく食味も良好であったことから堅調推移。全般には入荷量、単価ともにほぼ前年並みで終了

。



５月

野菜

１kg当たり平均単価 ２４８円

高温、小雨、多照により全般的に価格は堅調に推移する。

果実

１kg当たり平均単価 ４０４円

４月の曇雨天の影響等により施設物の遅れもあり、りんご等貯蔵物の残量も少なく天候にも恵まれたこと

から全般的に入荷減の単価高で終了。

６月

野菜

１kg当たり平均単価 ２６０円

４月、５月の天候不順により値を下げた品目もあるが全般的に単価高で推移した。

果実

１kg当たり平均単価 ３６５円

施設物などの面積減もありハウスみかん、デラ、メロン等については入荷減の単価高で推移。しかし主力

の西瓜については天候等の影響もあり入荷減にも関わらず単価安で推移。全般には入荷減の単価前年並で終

了。

７月

野菜

１kg当たり平均単価 ２６９円

７月上旬の曇雨天、中旬から高温干ばつ、台風などにより全般的に価格は堅調に推移した。

果実

１kg当たり平均単価 ３７５円

中旬までは順調な入荷量で推移。しかし中旬の台風等の被害の影響もあり後半は入荷量減少の単価高。全

般に入荷減の単価高で終了。

８月

野菜

１kg当たり平均単価 ２８３円

上旬、記録的な猛暑、中旬以降は低温・日照不足により上中旬は高値で推移。

下旬より高値により荷動き悪く価格は下押した。

果実

１kg当たり平均単価 ４２９円

盆前においては主要品目のみならず他の品目においてもショートしたことにより中旬まで堅調に推移。後

半、若干軟調気味。全般には天候にも恵まれ入荷は前年並の単価高で終了。



９月

野菜

１kg当たり平均単価 ２７０円

曇雨天や台風上陸の影響で不安定な入荷量により相場高となった。

果実

１kg当たり平均単価 ３１７円

主力の梨が前倒し出荷されたこと、またＨみかん等の面積減、りんご（早生種）の出荷遅れも重なり、入

荷量においては前年並をキープ出来た反面、単価は盆疲れもあり品目によっては若干安値推移。全般的には

ほぼ前年並で終了。

１０月

野菜

１kg当たり平均単価 ２３４円

乾燥、干ばつの影響と上旬の冷え込みにより中旬まで価格は堅調に推移するが下旬より温度の上昇により

県内物の出回り増加し、価格を下げた。

果実

１kg当たり平均単価 ２５５円

天候等にも恵まれ果実全般の食味も良好であったが７月の台風、また９月下旬以降の雨量が少なかったこ

とにより入荷少ない物、肥大の悪い物もあり入荷減の単価高で終了。

１１月

野菜

１kg当たり平均単価 １７８円

気温の上昇により出回り増加となり市況は価格低迷した。

果実

１kg当たり平均単価 ２３１円

１１月に入り１０月と打って変わって降水量、暖秋の影響も重なり品目においては腐敗等も見られたこと

により荷動きも若干鈍かった。全般には入荷減の単価は前年並で終了。

１２月

野菜

１kg当たり平均単価 ２０８円

暖冬の影響により、前進出荷となり鍋商材中心に引き合い弱く価格は昨年より安値で推移した。

果実

１kg当たり平均単価 ３１５円

天候異変の影響も重なり特に苺については入荷減にも関わらず単価安で終了。他の競合品目については歳

暮需要で推移したことにより全般には入荷減の単価高で終了。暖冬で推移したことにより腐敗が懸念された

月であった。


